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2023年11月のある日。
かつて牧師であり、今は私の勤める大学の売店で働いておられるパク先生から、二冊の韓国語聖書をいただいた。
『セボニョク版』と『ケヨッケジョン版』。前者は現代韓国語による読みやすい翻訳、後者は伝統的な文体を保ちながら現代語に整えた改訂版である。
当時の私はまだクリスチャンではなかった。けれども不思議なことに、そのページを開いた瞬間、創世記1章1節――
「初めに、神は天地を創造された。」という言葉が、まっすぐに胸に届いた。
続く創世記の『光あれ』の言葉が胸を照らした。「真理」を探していたのだ。そして今思えば、神はずっと、私の歩みを静かに導いておられたのだと思う。
[bookmark: _GoBack]聖書を読むことが、日々の中心になった。読むたび、神がなぜ私を選ばれたのかを少しずつ理解した。
2024年1月、私は初めて教会に導かれ、半年後に洗礼を受けた。
2024年12月、自分への贈りものとして英韓対訳聖書を購入した。
みことばを読みながら祈りが深まった。そして、心の中で眠っていた日本への想いが静かに目を覚ました。
――私は2013年、京都造形芸術大学文芸表現学科で一学期間の交換留学を経験した。それ以来、日本は私にとって特別な場所となった。信仰を得た今、その愛情が再び燃え上がり、日本の教会を巡る旅となった。
2024年2月、私は信仰の巡礼として初めて長崎を訪れた。平日の昼間、長崎馬町教会の入口で、一人の聖徒と短く挨拶を交わした。2025年2月、名古屋中央教会で初めて日本の礼拝に参加し、同年10月、静岡教会での礼拝に与った。
静岡教会の教会堂は真っ白な壁が高く、祭壇に向かって伸びる天井が柔らかな光を受け止めていた。疋野愛子牧師の説教題は「嘆きは終わる」。説教はイザヤ書60章19〜22節から語られた。私の心にはこう響いた。
「太陽も月もあなたを照らすことはない。主があなたの永遠の光となる。」
その瞬間、私の目から静かに涙がこぼれた。過去の傷と嘆きが、静かに終わりを告げた。
礼拝のあと、牧師が一冊の古い『新共同訳聖書』を手渡してくださった。
「新しい本ではなくて、みんなで長く使ってきた聖書なんですが……」とおっしゃった。
私は微笑んで答えた。
「かえって、こちらのほうが感動します。」
その紙の匂いと温もりが、年月を超えて私の手に伝わってきた。こうして、四つの聖書が私の手にそろった。
白髪の婦人たちが笑顔で迎えてくれ、中には「アンニョンハセヨ」と優しい韓国語で挨拶してくれる方もいた。ある婦人は韓国の思い出を語り、韓国人の長老とは信仰を語り合った。静岡の地で神の家族として迎えられた喜びを深く感じた。
それぞれの地で、私は異なる言葉の表情に出会った。
四つの聖書、三つの言葉、二つの国、ひとつの光。
今もその光に導かれ、言葉を書き続けている。
その声こそ、私に与えられた、いちばんの贈りものです。
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